
古

代

か
ら
中

世

に

い
た

る
疎

垂

木

の
技

法

岡

田

英

男

、

は

じ

め

に

前
稿
に
於
い
て
古
代
の
桁
か
ら
上
の
小
屋
構
造
に
つ
い
て
述
べ
た
中
で
、
紫
香

楽
か
ら
移
築
さ
れ
て
石
山
寺
食
堂
に
あ
て
ら
れ
た
藤
原
豊
成
五
丈
殿
の
合
掌
構
造

に
ふ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
種
の
構
造
を
示
す
遺
物
と
し
て
、
平
城
京
東
堀
河
出
土
の

　ユ
　

桁
焼
損
古
材
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
。

こ
の
種
の
構
造
で
は
、
柱
上
に
梁
を
渡
し
、
梁
の
上
に
桁
を
の
せ
、
叉
首

(垂

木
)
を
桁
上
端
の
欠
込
み
に
引
掛
け
る
よ
う
に
架
け
、
叉
首
の
拝
み
に
上
か
ら
棟

木
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
納
め
、
妻
に
の
み
棟
束
を
叉
首
下
に
立
て
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
桁
に
垂
木
を
引
掛
け
る
欠
込
み
を
作
る
仕
事
は
、
こ
の
他
に
も
東
大
寺
法

華
堂
入
側
桁
に
も
見
ら
れ
、
石
山
寺
本
堂
小
屋
材
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
種

の
構
造
は
藤
原
豊
成
殿
の
ほ
か
に
も
、
同
時
に
法
備
国
師
に
よ

っ
て
石
山
寺
法
堂

に
あ
て
ら
れ
た
三
丈
殿
も
同
様
で
あ
る
。
垂
木
は
柱
位
置
の
み
で
あ

っ
た
か
ら
、

　　
　

こ
の
上
に
太
い
小
舞
を
並
べ
、
下
地
を
作

っ
て
板
葺
と
し
て
い
た
。

こ
の
種

の
構
造
が
奈
良
時
代
板
葺
建
物
の

一
般
的
構
造
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
こ
と
は
前
稿
に
述
べ
た
が
、
屋
根
板
は
棟
か
ら
軒
先
ま
で
全
長
を

一
枚
板
で
葺

い
た
ら
し
い
。
豊
成
五
丈
殿
の
場
合
、
福
山
敏
男
博
士
が
復
元
さ
れ
た
天
平
宝
字

六
年
閏
十
二
月
二
十
九
日
秋
期
告
朔
で
は
蘇
岐
板
長
さ
が
二
丈
あ
り
、

一
〇
〇
枚

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も

一
面
に
庇
が
付
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

板
は
少
な
く
と
も
二
重
に
葺
か
れ
、
上
か
ら
押
え
を
の
せ
て
い
た
。
三
丈
殿
の
場

合
、
同
五
年
十
二
月
二
十
八
日
の
矢
口
公
吉
人
屋
丈
尺
勘
注
解
に
長
さ

一
八
尺
の

屋
根
板
、
幅
五
寸
以
上
三

一
二
枚
、
棟
木
長
さ
は
三
九
尺
で
あ
る
の
で
二

・
三
枚

重
ね
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
当
然
、
継
目
を
ず
ら
し
て
雨
も
り
を
防
い
で
い
た
は
ず

で
あ
る
が
、
五
丈
殿
で
は
蘇
岐
板
と
記
す
。
平
安
時
代
の
化
粧
裏
板
で
は
板
幅

一

ぱ
い
に
杢
目
が
横
に
通

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
縦
板
張
り
と
し
て
も
割
れ
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
巨
材
の
周
囲
か
ら
杢
目
に
沿

っ
て
割

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
割
れ
に
強
く
、
木
表
を
表
に
使
え
ば
、
多
少
反

っ
て
、
雨
水
の
流
れ
も
良

く
、
押
え
を
の
せ
た
場
合
も
雨
水
が
流
れ
や
す

い
と
思
わ
れ
る
。
古
代
に
は
巨
材

が
多
く
繁
茂
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
材
の
周
囲
は
杢
目
に
沿

っ
て
板
を
と
り
、

一1一



中
央
部
は
角
材
等
を
取
材
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

奈
良
時
代
の
古
文
書
に
み
え
る
板
屋
は
こ
の
よ
う
な
構
造
で
、
そ
の
名
の
よ
う

に
板
葺
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
板
葺
は
す
で
に
皇
極
天
皇
の
飛
鳥
板
蓋
宮
で
用

い
ら
れ
た
が
、
後
の
木
瓦
葺
の
よ
う
に
厚
板
を
用

い
た
も
の
か
、
薄
割
板
を
重
ね

た
も

の
か
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
前
期
難
波
宮
も
瓦
が
出
土
し
て
い
な
い
の
で

板
葺
で
あ
ろ
う
が
、
巨
大
な
建
物
群
で
あ

っ
た
か
ら
、
屋
根
板
も
大
量
に
必
要
と

し
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

二
、
合
掌
構
造

の
痕
跡
を
残
す
建
物

上
記
の
合
掌
構
造
の
手
法
は
垂
木

(合
掌
)
の
拝
み
で
棟
木
を
支
え
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
桁

・
母
屋
に
欠
込

み
の
仕
事
を
残
す
建
物
の
例
を
み
る
。

東
大
寺
法
華
堂
で
は
正
堂
北
側
入
側
桁
の
三
丁
継
の
う
ち
西
端
の

一
丁
で
、
長
さ

四

・
二

m
、
丈
二
五

㎝
、
幅
二
二

㎝
、
上
端
後
角
に
幅
九

㎝
、
奥
行
五

㎝
、
高
さ
九

㎝
の
欠
込
み
仕
口
と
、
上
端
後
角
寄
り
に
幅
六

㎝
、
奥
行
五

㎝
、
深
さ
三

㎝
の
後
方

か
ら
斜
に
彫
り
込
ま
れ
た
仕
口
が
交
互
に
並
び
、
前
角
寄
り
に
古
い
釘
穴
も
あ
る
。

こ
れ
に
繋
が
る
二
丁
に
は
上
端
に
古
い
釘
穴

の
み
認
め
ら
れ
る
。
前
記
の
材
の
旧
用

途
は
垂
木
受
け
材
と
考
え
ら
れ
た
。
上
面
の
彫
り
込
み
と
そ
の
間
の
後
角
の
欠
込
み

は
、
前
者
は
垂
木
を
継
い
で
合
掌
風
に
棟
木
を
支
え
た
垂
木
彫
り
、
後
者
は
組
入
天

井
の
組
子
仕
口
と
考
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
部
材
は
現
在
の
正
堂
で
は
考
え
ら

　ヨ
　

れ
な
い
の
で
、
礼
堂
か
ら
の
転
用
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

、般

第 一図 石山寺本堂小屋組推定復元図
(修理工事報告書)

 

慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
淀
君
の
寄
進
に
よ

っ
て
再
建
さ
れ
、

貫

・
側
柱
に
腰
貫
を
通
す
な
ど
大
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

れ
る
材
が
谷
隅
木
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。
転
用
の
際
に
各
面
は
つ
ら
れ
て
い
た
が
、

側
面
に
垂
木
取
付
き
の
柄
穴
、
下
端
に
肘
木
太
柄
穴

(二
個

一
組
)
が
三
カ
所
あ

り
、
ほ
"
全
長
を
残
す
。
旧
母
屋
桁
に
は

一
・
九
三
尺
割
り
に
上
端
に
斜
に
ほ
り

込
ん
だ
引
掛
り
仕
口
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
時
と
考
え
ら
れ
る
野
棟
木
が
別
に
あ
る
。

柄
穴
の
あ
る
棟
木
と
引
掛
り
の
あ
る
母
屋
桁
で
上
方
野
垂
木
を
組
み
、
下
方
野
垂

木
は
そ
の
上
に
添
付
け
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
棟
束
に
支
え
ら
れ
、
母

屋
下
端
に
も
角
柄
穴
が
あ

っ
て
直
接
束
で
支
え
た
も

の
で
、
垂
木
の
み
で
棟
木
を

石
山
寺
本
堂
は
奈
良
時
代
天

平
宝
字
五
～
六
年

(七
六

一
・

二
)
に
桁
行
五
丈
、
梁
間
二
丈

の
建
物
を
改
築
し
て
、
桁
行
七

間
、
七
丈
、
梁
間
四
間
、
四
丈

の
建
物
に
改
築
さ
れ
た
。
こ
の

本
堂
が
承
暦
二
年

(
一
〇
七
八
)

焼
失
し
、
永
長
元
年

(
一
〇
九

六
)
十
二
月
再
建
供
養
さ
れ
た

の
が
現
本
堂
で
、
焼
失
以
前
か

ら
前
面
に
礼
堂
が
建
て
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
礼
堂
は

本
堂
身
舎
柱
に
飛

本
堂
棟
木
と
考
え
ら
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合
掌
風
に
支
え
た
も
の
で
は
な
い
。

三
、
内
屋
根
の
疎
垂
木
板
葺
構
造

平
安
時
代
に
な
っ
て
化
粧
と
野
地
が
分
離
さ
れ
、
軒
先
ま
で
小
屋
組

(野
小
屋
)

が
出
来
る
と
、
内
陣
本
尊
の
上
方
に
、
雨
も
り
の
際
、
直
接
本
尊
な
ど
に
か
か
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
、
内
屋
根
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
存
す
る
古

い
実
例
と

し
て
天
治
元
年

(
一
一
二
四
)
の
中
尊
寺
金
色
堂
が
あ
る
。
天
永
三
年

(
一
二

二
)
の
鶴
林
寺
太
子
堂
に
も
内
屋
根
が
あ

る
が
、
屋
根
が
宝
形
造
で
あ
る
か
ら
、

心
柱
を
囲
ん
で
四
方
に
勾
配
急
な
内
屋
根
が
作
ら
れ
て
い
る
。

中
尊
寺
金
色
堂
で
は
、
宝
形
造
の
小

屋
組
内
に
軒
先
ま
で
入
母
屋
造
の
内
屋

根
を
作
る
。
内
陣
部
に
入
母
屋
土
居
と

図

一
第二図 室生寺弥勒堂断面

桁
を
組
み
、
両
妻
に
叉
首
を
組
ん
で
棟

木
を
受
け
、
四
面
化
粧
裏
板
上
に
勾
配

に
枕
を
数
本
置
い
て
平
二
通
り
、
妻
三

通
り
の
母
屋
を
の
せ
、
叉
首
悼
の
上
に

も
母
屋
を
の
せ
て
割
板
葺
と
す
る
。
屋

根
板
は
杉
、
幅
五
～
六
寸
、
厚
さ
三
～

六
分
を
板
目
に
割

っ
た
も
の
を
四

・
五

枚
重
ね
に
葺
く
。
妻
側
は
全
長

一
枚
板

と
し
、
平
流
れ
の
方
は
下
方
は
茅
負
に
突
付
け
に
並
べ
、
上
は
棟
木
に
交
互
に
の

せ
る
よ
う
に
葺
か
れ
て
い
る
。
板
は
単
に
置
い
た
も
の
を
母
屋
位
置
で
押
縁
止
め

と
し
て
い
た
。
こ
の
棟
木
下
端
に
天
治
元
年

(
一
一
二
四
)
の
墨
書
銘
が
あ
る
が
、

押
縁
ま
で
は
昭
和
六
年
の
修
理
に
解
体
さ
れ
て
、
押
縁
は
洋
釘
止
め
と
な

っ
て
い

た
。
小
屋
組
は
中
央
に
土
居

・
四
天
束

・
上
枠
で
台
を
組
み
、
隅
と
中
央
の
八
本

の
登
梁
を
架
け
、
こ
れ
に
母
屋
三
通
り
を
打
ち
、
木
瓦
を
葺
い
て
い
る
。
昭
和
六

年
の
修
理
の
際
は
小
屋
組
を
組
み
直
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
建
立
後
は
じ
め
て
の

解
体
で
あ

っ
た
。
内
屋
根
は
長
い
割
板
を
用

い
て
い
る
が
母
屋
で
受
け
、
垂
木
は

　
ら

　

用
い
て
い
な
い
。

室
生
寺
弥
勒
堂
は
平
安
時
代
末
頃
の
建
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、
永
正
年
間
に
屋

根

・
小
屋
組
の
修
理
が
あ

っ
た
。
唐
招
提
寺
所
蔵
の

『伝
法
潅
頂
作
法
』
は
室
生

寺
の
乾
元
二
年

(
一
三
〇
三
)
と
文
保
元
年

(
一
二

一
七
)
の
潅
頂
作
法
を
記
し

た
も
の
で
、
文
保
元
年
に
は
現
潅
頂
堂
が
完
成
し
て
い
た
が
、
乾
元
二
年
に
は
金

堂

(薬
師
堂
)
と
弥
勒
堂
を
使
用
し
て
い
た
。
同
書
は
室
町
時
代
に
再
三
の
書
写

を
経
て
い
る
が
、
弥
勒
堂
は
南
側
を
正
面
と
し

(現
在
東
正
面
)、
「其
後
弥
勒
堂

被
修
理
之
刻
被
成
東
向
畢
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
も
と
妻
入
り
で
正
面

一
間
は
広

　　
　

縁
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
軸
部

・
軒
廻
り
材
は
近
世
材
に
替

っ
て
い
る
。

小
屋
組
内
部
に
南
北
方
向
の
内
屋
根
が
あ
り
、
入
側
桁
に
束
を
立
て
て
旧
叉
首

台
を
支
え
、
そ
の
両
端
の
母
屋
と
棟
木
の
問
に
疎
垂
木
を
配
し
、
棟
木
側
面
に
垂

木
先
を
柄
差
し
に
納
め
、
小
舞
裏
に
厚
さ

一
・
五

㎝
の
杉
割
板
を
縦
に
張
り
重
ね

て
い
る
。
建
立
当
時
は
入
母
屋
造

・
妻
入
り
、
前
面
に
広
縁
が
付
き
、
内
屋
根
の
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棟
木
が
化
粧
棟
木
で
あ

っ
た
。
当
初
は
内
屋
根
と
云
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
小
屋
組

　　
　

の
主
体
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

当
麻
寺
本
堂

(曼
茶
羅
堂
)
は
永
暦
二
年

(
=

六

一
)
の
内
外
陣
を

一
体
に

納
め
た
奥
行
深
い
仏
堂
で
あ
る
が
、
内
陣
は
前
身
堂
の
二
重
虹
梁
墓
股
を
寄
棟
造

風
に
残
し
た
の
に
対
し
、
外
陣
に
も
大
虹
梁
を
架
け
、
上
に
内
屋
根
を
造
り
、
側

面
入
側
柱
通
り
の
地
垂
木
尻
上
に
置
い
た
妻
梁
と
大
虹
梁
中
央
に
束
を
立
て

・
棟

木
を
受
け
、
内
外
陣
棟
木
上
に
さ
ら
に
大
梁
を
の
せ
て
大
屋
根
を
受
け
て
い
る
。

内
外
陣
境
で
は
内
陣
大
虹
梁
鼻
に
中
央
を

一
段
上
げ
、
上
端
を
溝
状
に
決

っ
た
樋

木
を
入
れ
、
外
陣
側
は
地
垂
木
尻
に
土
居
桁
を
置
い
て
棟
木
と
西
側
樋
木

・
東
側

土
居
桁
の
間
を
疎
垂
木
小
舞
裏
と
し
、
薄
割
板
葺
と
す
る
。
垂
木
は
下
端
に
胴
付

を
残
し
て
上
方
は
棟
木
側
面
に
大
入
れ
に
納
め
、
前
面

(東
側
)
下
方
は
土
居
桁

上
端
に
前
面
に
畦
を
残
し
て
斜
の
彫
込
み
を
作
り
、
垂
木
を
引
掛
け
て
い
る
。
西

側
で
は
中
央
部
は
樋
木
側
面
に
大
入
れ
、
両
脇
で
は
角
に
浅
く
欠
込
む
か
、
上
端

に
の
せ
て
垂
木
間
に
面
戸
を
入
れ
る
。
垂
木
上
を
小
舞
裏
と
し
、
厚
さ

一
分
ほ
ど

の
檜
割
板
を
ほ
"
五
枚
重
ね
に
押
縁
で
押
え
、
板
自
体
は
と
め
て
い
な
い
が
、
板

の
か
な
り
の
部
分
は
後
世
の
修
理

(恐
ら
く
建
物
を
起
し
た
室
町
の
大
修
理
)
に

取
り
外
さ
れ
て
い
た
。
内
陣
の
二
重
虹
梁
募
股

・
垂
木
は
前
身
堂
以
来
の
も
の
で

あ
る
が
、
永
暦
に
化
粧
裏
板
縦
張
り
と
し
、

一
部
そ
の
上
に
へ
ぎ
板
が
残

っ
て
い

た
の
で
、
も
と
は
内
陣
西
側
に
裏
板
上
に

へ
ぎ
板
を
三
枚
重
ね
程
度
に
し
て
葺
き
、

東
側
は
板
の
割
目
等
に
部
分
的
に
へ
ぎ
板
を
葺
き
、
さ
ら
に
後
に
へ
ぎ
板
の
大
部

分
を
撤
去
し
、
多
数
の
板
光
背

・
板
絵
を
張
り
重
ね
て
い
た
。

ア
ゆ
よ

アま『へ『
f-1.035?2xO5x.0!
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第三図 当麻寺曼茶羅堂発見某建物棟木

社
大
直
祢
子
神
社
本
殿

(も
と
大
御
輪
寺
本
堂
)

　　
　

 側
桁
に
も
見
ら
れ
る
。

滋
賀
県
長
寿
寺
本
堂
は
平
安
末
乃
至
鎌
倉
初
頭
頃
の
桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、

内
外
陣
を

一
つ
屋
根
に
葺

い
た
仏
堂
で
、
小
屋
組
に
は
明
治
修
理
の
後
補
材
が
か

な
り
あ
る
が
、
古
材
が
比
較
的
保
存
さ
れ
て
い
る
。
転
用
古
材
の
中
に
側
面
に
垂

木
の
大
入
れ
仕
口
が
あ

っ
て
、
釘
を
用
い
な
い
材
が
あ
り
、
当
麻
寺
外
陣
と
同
様

の
工
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
棟
木
に
垂
木
を
柄
差
し
と
す
る
工
法
は
、
京
都
府

大
報
恩
寺
本
堂
、
滋
賀
県
円
光
寺
本
堂
、
兵
庫
県
大
国
寺
本
堂
で
も
発
見
さ
れ
て

い
る
。

曼
茶
羅
堂
転
用
古
材
の
中
に
長
さ
九
尺
、
丈
四

寸
五
分
、
口
脇
丈
四
寸
二
分
、
幅
三
寸
五
分
で
上

端
に
緩
い
背
峯
が
あ
り
、
仁
安
三
年

(
=

六
八
)

の
墨
書
を
持

つ
棟
木
古
材
が
あ

っ
た
。
小
堂
の
棟

木
で
あ
る
が
、
側
面
に

一
・
七
三
尺
割
り

の
垂

木

柄
穴
5
カ
所
、
下
端
に
肘
木
太
柄
穴

一
カ
所

あ
り
、
梁
上
に
合
掌
を
組
ん
で
肘
木
を
の
せ
て
棟

木
を
受
け
、
垂
木
は
桁
に
引
掛
り
を
作

っ
て
い
た

　　
　

可
能
性
が
大
き
い
。

東
大
寺
法
華
堂
入
側
桁
の
よ
う
に
、
桁
上
端
後

寄
り
に
欠
込
み
を
作
り
、
こ

・
に
垂
木

(合
掌
)

尻
を
納
め
た
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
は
大
神
神
社
摂

内
陣
部
平
安
後
期
改
修
時
の
入
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大
報
恩
寺
本
堂
は
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
の
建
立
、
応
仁
の
乱
を
免
れ
た
市

街
地
唯

一
の
遺
構
で
あ
る
、
発
見
古
材
の
中
に
棟
木
三
丁
が
指
棟
木

・
登
梁
に
転

用
さ
れ
、
切
ら
れ
て
い
た
が
全
長
を
残
し
、
継
手
に
は
野
肘
木
が
あ
り
、
側
面
に

野
垂
木
大
入
れ
柄
穴
、
垂
木
下
方

一
部
胴
付
と
な
り
、
上
端
に
緩
か
な
背
峯
が
あ

る
。
垂
木
割
は
嬢
羽
は
繁
垂
木
で
あ
る
が
、
小
屋
内
は
二

・
二
尺
強
、
野
垂
木
に

小
舞
を
打

つ
縦
板
葺
で
、
大
規
模

の
内
屋
根
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
下
方
小

　　
　

屋
組
は
復
原
資
料
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

奈
良
県
長
弓
寺
本
堂
は
弘
安
二
年

(
一
二
七
九
)
の
棟
木
銘
が
あ
り
、
西
大
寺

叡
尊
の

『感
身
学
生
記
』
に
よ
る
と
同
五
年
に
堂
塔
供
養
が
行
わ
れ
た
。
内
陣
と

外
陣
大
部
分
に
か
け
て
、
身
舎
桁
行
三
問

(両
妻
飾
間
)
に
内
屋
根
が
あ
る
。
修

理
前
実
測
図
に
よ
る
と
、
大
梁
の
後
端
に
母
屋
を
架
け
、
前
端
は
束
を
立
て

・
母

屋
を
受
け
、
中
央
は
二
重
梁
束
立
て
、
小

屋
貫
を
通
し
、
柱
間
を
三
つ
割
に
垂
木

を
棟
木
の
上
に
の
せ
、
小
舞
裏
、
縦
板
張
り
と
す
る
。
第

一
室
戸
台
風
災
害
を
期

に
昭
和
九

・
一
〇
年
度
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
小
屋
組
全
体
を
新
材
で

組
替
え
て
い
る
が
、
関
口
欣
也
氏
は
、
「里
村
心
城
師
に
よ
れ
ば
小
屋
裏
内
の
二

重
屋
根
の
材
は
割
板
で
、
垂
木
を
除
く
材

は
廃
材
も
ほ
と
ん
ど
松
で
あ

っ
た
由
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
内
屋
根

(二
重
屋
根
)
を
当
堂
最
大
の
特
色
と
さ
れ
、
平

安
末
に
お
け
る
野
屋
根
の
発
生
を
前
提
と

し
て
、
屋
根
の
修
理
が
困
難
に
陥

っ
た

場
合
に
も
内
陣
も
し
く
は
身
舎
だ
け
で
も

雨
を
も
ら
さ
ぬ
配
慮
と
見
ら
れ
て
い

る
。
本
堂
の
内
屋
根
は
内
陣

・
外
陣
を
広
く
覆
う
大
規
模
の
も
の
で
、
大
報
恩
寺

　
ロ
　

本
堂
で
復
原
さ
れ
た
も
の
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
。

滋
賀
県
円
光
寺
本
堂
は
旧
棟
木
銘

・
柱
銘
に
よ
っ
て
康
元
二
年

(
一
二
五
六
)

上
棟
で
あ
る
が
、
元
禄

一
七
年

(
一
七
三
二
)
に
大
修
理
が
あ

っ
て
屋
根
を
入
母

屋
造

・
瓦
葺
に
改
め
て
い
た
が
、
建
立
当
初
は
切
妻
造
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な

っ
て
復
原
さ
れ
て
い
る
。
棟
木
に
は
垂
木
を
柄
差
し
と
し
、
上
方
大
入
れ
、

　ユ

下
方
は
胴
付
と
な
る
が
、
棟
木
自
身
は
束
で
支
え
ら
れ
る
。

兵
庫
県
大
国
寺
本
堂
の
建
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
形
式
上
室
町
時
代
初

期
を
降
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
安
置
の
五
躯
の
仏
像
は
藤
原
時
代

の
作
で
あ
る
。

後
に
安
永
三
年

(
一
七
七
四
)
に
解
体
修
理
が
あ
り
、
全
体
に
改
修
さ
れ
、
向
拝

が
付
け
ら
れ
た
が
、
本
堂
に
は
平
安
時
代
後
期
と
認
め
ら
れ
る
前
身
建
物
の
古
材

が
あ
り
、
そ
の
中
に
棟
木
を
切
断
し
て
足
固
貫
に
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ

っ

た
。
棟
木
は
幅
四
寸
三
分
、
丈
四
寸
五
分
で
上
端
に
五
寸
勾
配
の
背
峯
が
付
き
、

両
側
面
に
垂
木

柄
穴
、
下
端
に
小
屋
束
の
丸
柄
穴
と
妻
飾
の
舟
肘
木
の
太
柄
を

残
し
、
身
舎
入
側
桁
で
は
上
端
に
欠
込
ん
で
釘
止
め
、
棟
木
で
は
釘
止
め
な
く
、

　ヨ

垂
木
割
は
柱
間
八
尺
三
つ
割
、
屋
根
は
木
瓦
葺
で
あ
っ
た
。

平
安
時
代
以
後
も
、
内
屋
根
や
小
屋
組
が
疎
垂
木
小
舞
裏
、
割
板
葺
か
あ
る
い

は
そ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
叉
首

(垂
木
)
を
桁
に

引
掛
け
、
そ
の
拝
み
に
棟
木
を
か
ぶ
せ
、
叉
首
上
に
小
舞
を
打

っ
て
割
板
葺
と
し

た
奈
良
時
代
の
板
屋
の
系
統
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
く
は
柱
位
置
に
の

み
叉
首

(垂
木
)
を
配
し
た
も
の
が
、
柱
間
を
疎
垂
木
に
数
支
に
割
付
け
、
小
舞

を
打

っ
て
割
板
あ
る
い
は
厚
目
の
流
し
板
葺
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
そ
の

多
く
は
棟
木
側
面
に
垂
木
を
柄
差
し
と
し
、
桁
で
は
前
角
を
残
し
て
上
端
を
斜
に
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彫
り
込
み
、
垂
木
に
は
溝
を
ほ

っ
て
桁
前
角
に
引
掛
け
た
も
の
が
少
く
な

い
。

疎
垂
木
の
場
合
、
本
瓦
葺
と
す
る
の
は
重
量
的
に
も
無
理
が
あ
り
、
手
法
と
し

て
も

一
致
せ
ず
、
檜
皮
葺
の
古

い
技
法
で
も
疎
垂
木
よ
り
繁
垂
木
の
方
が
適
当
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
疎
垂
木
小
舞
裏
は
本
来
板
葺
に
対
応
す
る
手
法
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

四
、
疎
垂
木
と
庇

春
日
大
社
本
殿
で
は
身
舎
は
繁
垂
木
と
な
る
が
、
向
拝
は
疎
垂
木
小
舞
裏
で
あ

る
。
現
在
は
向
拝
も
檜
皮
葺
で
身
舎
の
端

で
巧
み
に
檜
皮
を
葺
廻
し
て
い
る
が
、

向
拝
は
疎
垂
木
で
あ
り
、
原
初
は
身
舎
は
茅
葺
、
向
拝
は
板
葺
で
あ

っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
身
舎
は
方

一
間
、
床
が
高
く
切
妻
造
、
妻
入
り
で
、
銅
鐸
や
土
器

の
刻
画
の
多
く
が
、
高
床
、
切
妻
造
、
妻
入
り
で
妻
の
方
に
梯
子
が
表
現
さ
れ
て

い
る
の
と
類
以
し
て
い
る
。
こ
の
梯
子
の
上
に
庇
が
付
け
ば
春
日
造
の
社
殿
と
な

ろ
う
。
春
日
造
社
殿
の
源
流
は
茅
葺
の
穀
倉

(神
宝
の
宝
庫
と
も
考
え
ら
れ
る
)

の
妻
の
梯
子
を
板
庇
で
覆

っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
神
社
建
築
の
源
流
を
高

床

の
倉
庫
と
み
る
こ
と
は
す
で
に

一
般
的
見
解
で
あ
る
が
、
神
宮
の
荒
祭
宮
正
殿

が
か
つ
て
板
倉
造
で
あ

っ
た
の
と
同
じ
状
況
に
な
ろ
う
。
身
舎
が
繁
垂
木
で
向
拝

を
疎
垂
木
と
す
る
こ
と
は
、
流
造
の
加
茂
神
社
で
も
同
様
で
、
中
世
に
は
身
舎
と

庇
の
破
風
の
継
目
下
端
に
小
さ
な
段
が
・
あ

っ
た
ら
し

い
(%
)

法
隆
寺
聖
霊
院
は
弘
安
七
年

(
一
二
八
四
)
に
改
築
さ
れ
、
前
面
に

一
間
の
広

庇
と
向
拝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
広
庇
は
疎
垂
木
小
舞
裏
、
檜
皮
葺
で
あ
る

が
、
聖
霊
院
は
保
安
二
年

(
一
〇
二
二
)
に
東
室
の
南
端
三
房
を
堂
殿
に
改
め
て

太
子
及
び
侍
者
像
を
安
置
し
た
も

の
で
、
弘
安
以
前
の
聖
霊
院
に
つ
い
て
は
、
法

隆
寺
本

『古
今
目
録
抄
』
に
、

ア
テ

東

室

ハ
九

房

ナ

リ

、

一
房

二
二

間
宛

ナ

リ
、

小

子

房

モ
又
九

房

也

、

此

モ
ニ

間

ヲ
為

ス

一
房

ト
、

但

シ
大

房

ノ
南

三
房

ヲ
新

タ

メ

テ
為

ス
聖
霊

院

ト
、

ピ
サ
シ

フ
キ
チ
リ

ハ
ン
カ
ク

ン

ス

ノ

コ
シ
キ

有
妻
庇

木
瓦
葺

有
階
隠

在
高
藍
、
曇
者

ノ
貴
子
敷
也
、
(以
下
略
)

と
見
え
て
、
現
在
同
様
に
広
縁
が
あ
り
、
木
瓦
葺
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

解
体
修
理
の
際
に
前
身
建
物
の
転
用
古
材
の
な
か
で
、
広
庇
部
材
と
し
て
は
、
柱

断
片
、
木
瓦
流
し
板
、
同
瓦
棒
、
方
立
断
片
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
前
身
建

物
の
広
庇
の
柱
は
大
面
取
角
柱
、
舟
肘
木
に
も
面
を
と
り
、
垂
木
割
は
桁
及
び
主

屋
側
入
側
繋
梁
上
の
釘
痕
に
よ
り
柱

間
を
三

つ
割
と
し
、
疎
垂
木
小
舞
裏
、

殿手
)

封
成

木
瓦
葺
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

裕
集

　め
　

雄
料

て
い
る
。

健
史

上
旧

第

け
ら
れ
た
の
は
『内
山
永
久
寺
置
文
』
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に
云
う
正
安
二
年

(
二
二
〇
〇
)
と
考
え

ら
れ
る
が
、
身
舎
は
虹
梁
に
や

・
繊
細

な
両
脚
を
開
い
た
募
股
を

の
せ
、
斗

・
肘
木
で
棟
木
を
受
け
て
い
る
。
墓
股
は
脚

元
の
繰
形
や
脚
内
彫
刻
欠
損
痕
の
状
況
か
ら
か
つ
て
黒
田
舞
義
氏
が
指
摘
さ
れ
た

よ
う
に
、
や

・
差
の
あ
る
三
種
に
分
れ
る
よ
う
で
、
当
初
桁
行
三
間
、
次
に
五
間

に
増
築
さ
れ
、
さ
ら
に
現
状
の
よ
う
に
改

造
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

棟
木
は
下
端
に
面
を
と
り
、
肘
木

・
斗

と
と
も
に
古
材
が
残
り
、
垂
木
は
拝

み
で
下
半
が
互

い
に
胴
付
と
な
り
、
上
半

は
棟
木
に
柄
差
し
と
な
る
こ
と
当
麻

寺
曼
薬
羅
堂
関
伽
棚
と
同
様
で
、
側
桁

と
の
仕
口
の
有
無
は
明
ら
か
で
な

い
。

こ
の
拝
殿
の
よ
う
に
板
募
股
や
合
掌
で
な
く
、
両
脚
を
開
く
募
股
で
棟
木
を
支

え
る
手
法
は
極
め
て
珍
し
い
。
創
立
年
次
は
鎌
倉
時
代
の
初
頭
頃
に
考
え
ら
れ

る
が
、
中
尊
寺
金
色
堂
以
来
、
間
斗
束

の
代
り
に
募
股
を
用
い
る
よ
う

に
な

っ

　　

た
手
法
を
早
速
合
掌
の
代
り
に
取
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

募
股
は
平
安
後
期
に
出
現
し
た
建
築
技
法
の
中
で
も
特
徴
的
な
も

の
で
中
世

以
後
広
く
用

い
ら
れ
る
が
、
古
代
以
降
組
物

の
中
備
は
間
斗
束
で
あ

っ
た
。
当

麻
寺
本
堂
や
興
福
寺
北
円
堂
で
は
組
物
を
先
に
組
み
、
荷
重
が
加
わ

っ
て
か
ら

間
斗
束
を
送
り
込
ん
で
い
る
。
頭
貫
に
対
す
る
荷
重
を
少
し
で
も
少
く
す
る
工

夫
で
あ
ろ
う
。
問
斗
束
よ
り
も
両
脚
を
開

い
た
墓
股
を
用
い
れ
ば
、
頭
貫
に
対

す
る
影
響
は
は
る
か
に
少
な

い
で
あ
ろ
う

。
本
論
に
は
直
接
関
係
な

い
が
、
墓

股
を
中
備
に
用
い
た

の
は
意
匠
と
と
も
に
頭
貫
に
対
す
る
荷
重

の
軽
減
が
主
な

目
的
で
、
む
し
ろ
大
規
模
建
築
に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の
出
現
は
六
勝
寺
あ
た
り

で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。

五
、
中
世
の
疎
垂
木
構
造

般
若
寺
経
蔵
の
前
身
建
物
は
も
と
土
間
で
、
正
面
及
び
側
面
が
開
放
の
簡
素
な

鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
般
若
寺
復
興
期
の
遺
構
と
認
め
ら
れ
る
。
鎌
倉
末
か
室
町
初

期
に
現
状
の
よ
う
な
高
床
造
の
経
蔵
に
改
造
さ
れ
、
そ
の
後
江
戸
時
代
末
頃
に
か

な
り
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
建
物
の
構
造
は
独
特

の
も

の
で
組
物
は
な
く
、

桁
を
柱
天
に
頭
貫
の
よ
う
に
納
め
、
梁
は
柱
天
よ
り
や

・
下

っ
て
両
面
柱
に
柄
差

し
、
妻
は
叉
首
組
、
斗

・
肘
木
、

内
部
梁
上
は
合
掌
、
斗

・
肘
木
で

第五図 般若寺経蔵垂木仕口

棟
木
を
受
け
て
い
る
。
軒
は
疎
垂

木
、
柱
間
を
六
支
に
割
り
、
棟
木

に
大
入
れ
、
下
方
は
垂
木
を
棟
木

に
胴
付
と
し
、
下
端
に
桁
と
の
、に

り
止
め
の
欠
込
み
の
あ
る
垂
木
が

五
四
本
中

一
五
本
あ
り
、
桁

へ
の

止
め
方
は
二
種
あ
り
、

一
つ
は
桁

外
角
に
は
欠
込
み
を
作
ら
ず
、
垂

木
下
端
を
山
型
に
削
り
込
ん
だ
も

の
が
六
丁
、
他
は
桁
上
端
の
前
角

7



　 ロ
第六図 般若寺経蔵断面図

(修理工事報告書)

　
レ
　

 れ
る
。

当
麻
寺
曼
茶
羅
堂
関
伽
棚
は
桁
行
三
間

の

る
本
格
的
な
も

の
で
、
角
柱
大
面
取
の

柱
下
に
土
台
を
入
れ
、
頭
貫
、
出
三
斗
、

は
繋
虹
梁
を
入
れ
、
妻
飾
は
繋
虹
梁
上

に
板
募
股
、
内
部
柱
通
り
で
は
繋
虹
梁

上
に
合
掌
を
組
み
、
斗

・
実
肘
木
で
棟

木
を
受
け
る
。
垂
木
は
柱
心
に
打
ち
、

各
間
五
つ
割
と
し
、
棟
で
両
側
の
垂
木

三

㎝
程
を
残
し
て
斜

の
欠
込

み
を
作
り
、
垂
木
に
は
こ
れ

に
引
掛
け
る
溝
を
ほ

っ
た
も

の
が
九
丁
残

っ
て

い
た
が
、

桁
上
面
前
角
を
改
築

の
際
に

垂
木
勾

配

に
削

っ
た
た

め

に
、
背
面
桁

で

一
部
欠
込
み

痕
を
残
し
て
い
た
。
そ

の
配

置
は

明
ら

か
で
な

か

っ
た

が
、

一
つ
か
二
つ
置
き

に
引

掛
り
を
作

っ
て
い
た
と
思
わ

一
棟

の
独
立
し
た
建
物
と
見
ら
れ

醐第七図 当麻寺曼薬羅
垂木と棟木の仕

"̀
.=

第八図 当麻寺曼茶羅堂関伽棚
断面図(修 理工事報告書)

 

魚
も
古
い
が
、
屋
根
が
木
瓦
葺
で
あ

っ
た
た
め
、

付
け
る
。
南
妻
東
方
は
本
堂
内
法
長
押
に
取
付
く
た
め
短
く
、

り
出
し
て
い
た
。
他

の
破
風
上
の
面
戸
も
当
初
材
で
、

垂
木
上
を
小
舞
裏
と
し
て
い
る
が
、
修
理
前
は
本
瓦
葺
で
あ

っ
た
。

風
上
の
厚
板
は
厚
さ
二
寸
七
分
の
槙
の
木
瓦
板
で
、

釘
痕
も
よ
く
合
致
し
、
破
風
と
同
じ
当
初
材
で
、

丸
瓦
棒

の
仕
口
が
あ
り
、
明
ら
か
に
木
瓦
板
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

木
は
細
い
材
で
あ
る
が
、
垂
木
の
拝
み
で
棟
木
中
間
を
支
え
た
こ
と
は
、

か
な
り
有
効
な
役
割
を
分
担
し
て
い
た
。
棟
も
棟
積
様
箱
棟
で
あ

っ
た
。

東
福
寺
六
波
羅
門
は
鎌
倉
初
期
と
考
え
ら
れ
る
本
瓦
葺
の
棟
門
で
、
室
町
時
代

に
解
体
修
理
が
あ
り
、
転
用
材
の
控
柱
を
男
梁
下
に
立
て
・
現
状
は
四
脚
門
と
な

っ
て
い
る
。
疎
垂
木
小
舞
裏
で
、
垂
木
は
柱
心
に
打
ち
、
柱
間
六
つ
割
と
し
、
蠣

羽
に
は
破
風
ま
で
垂
木
が
な

い
。
垂
木
は
前
後
の
垂
木
の
拝
み
下
半
胴
付
き
横
柄

差
し
と
し
、
垂
木
上
半
は
棟
木
側
面
に
大
入
れ
横
柄
差
と
す
る
。
軒
桁
上
端
に
は

下
方
が
胴
付
き
と
な
り
、
上
方

は
棟
木
に
柄
差
し
と
し
て
い
る

が
、
棟
木
と
西
側
桁
で
釘
止
め

と
し
、
東
側
は
繋
虹
梁
端
の
身

舎
柱
際
に
垂
木
掛
を
入
れ
て
い

る
。
破
風
に
全
部
当
初
材
が
残

る
こ
と
は
珍
し
く
、
南
妻
の
懸

破
風
上
に
三
カ
月
形
の
矧
木
を

破
風
上
面
戸
を
作

広
小
舞
の
古
材
が
あ
り
、

南
妻
東
方
破

一
回
打
替
え
て
い
る
が
、
旧

拝
み
に
径
約
四
寸
ほ
ど
の
拝
み棟

構
造
上

(18
)

8



地
垂
木
の
引
掛
り
を
作
り
、
垂
木
が
動
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
両
妻
は
親

柱

に
女
梁

・
男
梁
を
落
し
込
み
、
板
募
股
を
挟
み
、
斗

・
肘
木
で
棟
木
を
受
け
、

　　

男
梁
先
端
に
軒
桁
を
架
け
、
柱
間
中
央
に
も
天
秤
状
に
軒
桁
受
け
を
出
す
。

墨

教
王
護
国
寺
潅
頂
院
北
門

…

も
親
柱
に
男
梁

・
女
梁
を
落

し
込
み
、
先
端
に
軒
桁
を
架

け
、
男
梁
上
の
板
墓
股
を
柱

で
挟
み
、
肘
木
は
軒
外

の
部

・

分
を
棟
木
か
ら
作
り
出
し
て

い
る
。
潅
頂
院

の
建
久
年
間

修
理
ま
た
は
建
長
再
建
時
に

建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

¥¥
第九図 東福寺六波羅門垂木と

桁 ・棟木の仕口

一'
第一〇図 教王護国寺灌頂院北門断面図

(修理工事報告書)

現
在
本
瓦
葺
で
あ
る
が
、
創
建
時
は
軽
い
葺
材

(恐
ら
く
木
瓦
葺
)
で
あ
ろ
う
。

地
垂
木
の
当
初
材
は
軒
桁
の
上
端
外
角
に
斜

の
ほ
り
込
み
を
作

っ
て
垂
木
を
引
掛

け
、
棟
木
側
面
に
地
垂
木
尻
を
大
入
れ
と
す
る
た
め
に
棟
木
下
端
か
ら
六
分
上
り

に
巾
三
寸
、
丈
四
寸

一
分
、
深
さ
八
分
程
の
柄
穴
を
ほ
り
、
垂
木
上
に
小
舞
を
配

す
る
。
親
柱
々
頭
の
納
ま
り
は
棟
門
式
で
あ
る
が
、
控
柱
は
面
取
角
柱
で
古
く
、

柱
頭
で
男
梁
を
挟
ん
で
受
け
て
お
り
、
棟
門
風
の
門
で
あ
る
。

同
寺
潅
頂
院
東
門
は
四
脚
門
、
繁
垂
木
で
妻
は
頭
貫
上
の
大
斗
で
妻
虹
梁
を
受

け
、
板
募
股
を
の
せ
て
お
り
、
垂
木
は
棟
木
上
に
の
る

一
般
的
四
脚
門
で
、
北
門

(20
)

よ
り

一
段
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
県
添
御
県
坐
神
社
本
殿
は
五
間
社
流
造
の
正
面
三
カ
所
に
千
鳥
破
風
を
設

け
、
端
か
ら
第
二
間
を
相
の
間
と
し
、
春
日
造
三
殿
を
並
列
し
た
形
式
の
連
接
社

殿
で
、
永
徳
三
年

(
=
二
八
三
)
の
墨
書
が
発
見
さ
れ
て
建
立
年
代
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。
こ
の
本
殿
で
は
化

図
割

粧
裏
板
は
杉
の
割
材
、
幅

鞭一

三

m
の
杉
割
板
を
木
・
突
付

蜘

き
で

一
乃
至
三

・
五

㎝
羽
重

9



ね
の
横
板
張
り
と
し
、
杉
割
板
は
胴
縁
を
釘
止
め
で
押
え
て
い
た
。
さ
ら
に
地
垂

木
上
に
胴
縁
を
二
通
り
打
ち
、
そ
の
上
に
幅
九
～

一
二

㎝
、
厚
さ
五
～
九

㎜
、
長

さ

一
・
六
三
～

一
・
六
六

m
の
杉

の
割
板
を
拝
み
で
は
正
面
を
通
し
て
二
枚
重
ね

と
し
て
、
押
縁
三
カ
所
止
め
と
し
て
い
た
。
背
面
も
同
様
で
あ

っ
た
が
、
寛
文
五

年

(
一
六
六
五
)
修
理
の
時
に
背
面
飛
憺
垂
木
上
の
割
板
を
切
断
し
て
い
た
。
も

(21
)

と
は
正
面
同
様
茅
負
ま
で
延
し
、
入
念
な
仕
事
を
し
て
い
た
。

古
代
末
か
ら
中
世
に
、
中
尊
寺
金
色
堂
、
当
麻
寺
曼
茶
羅
堂
、
室
生
寺
弥
勒
堂

の
内
屋
根
の
よ
う
に
、
薄
く
長
い
割
板
を
疎
垂
木
小
舞
裏
に
用

い
た
も
の
が
少
く

な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

六
、
割
板
葺
の
野
地
構
造

中
世
、
特
に
岡
山

・
広
島
県
下
の
遺
構

に
野
地
に
割
板
を
用

い
た
も
の
が
少
く

な
い
。
康
永
四
年

(
一
三
四
五
)
の
広
島
県
浄
土
寺
阿
弥
陀
堂
で
は
、
野
垂
木
の

上
に

一
尺
内
外
の
割
り
に
小
舞
を
打
ち
、
野
地
板
は
長
さ
四

・
四
乃
至

一
〇

・
八

尺
、
厚
さ

一
分
内
外
、
幅
三
寸
位

の
薄
い
檜
割
板
を
葺
足
は

一
定
せ
ず
に
二
枚
重

ね
の
縦
葺
と
し
、
野
小
舞
の
位
置
で
押
縁
を
打
ち
、
こ
れ
で
屋
根
の
土
留
桟
を
兼

ね
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
割
板
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
小
屋
組
内
と
外
気
が
流
通

し
、
小
屋
組
は
常
に
乾
燥
状
況
に
あ
り
、
腐
朽
防
止
に
大
き

い
役
割
を
果
し
た
と

(22
)

報
告
さ
れ
て
い
る
。

嘉
暦
二
年

(
二
二
二
七
)
の
浄
土
寺
本
堂
も
野
垂
木
の
上
に
小
舞
を
打
ち
、
阿

弥
陀
堂
と
同
様

の
割
板
を
二
枚
重
ね
に
縦
板
張
り
と
し
て
い
た
。
長
さ
が

一
定
で

な
い
た
め
、
葺
足
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
た
が
、
小
舞
通
り
で
押
縁
止
め
と
し
て
い

(
23
)

た
。同

じ
広
島
県
尾
道
市
の
西
郷
寺
本
堂
は
文
和
二
年

(
一
八
五
三
)
建
立
と
伝
え

る
が
、
未
完
成
で
年
数
を
経
過
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
応
永
頃
の
完
成
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
時
宗
本
堂
最
古
の
遺
構
で
あ
る
。
野
地
は
長
さ
平
均
二

・
四

m
、
幅
約
八

㎝
、
厚
さ
八

㎜
の
杉
割
材
の
の
ね
板
を
流
れ
の
重
な
り
平
均
三
〇

㎝
、

横
は
羽
重
ね
ま
た
は
突
付
と
し
、
更
に

一
枚
重
ね
て
重
な
り
の
位
置
を
押
縁
で
止

め
て
お
り
、
そ
の
間
約
四
〇

㎝
の
間
隔
で
千
鳥
に
長
さ
二
〇

㎝
、
径

一
・
二

㎝
の

丸
懊
型
木
を
打

っ
て
土
留
め
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
他
に
例
の
な
い
珍
し
い
手
法

で
あ
る
。

同
市
西
国
寺
金
堂
は
至
徳
三
年

(
=
二
八
六
)
地
鎮
を
行

っ
て
い
る
が
、
完
成

は
永
享
頃
ま
で
か

・
っ
て
い
る
ら
し
い
。
修
理
前
の
野
地
は
永
享

一
二
年

(
一
七

三
三
)
の
松
板
で
あ

っ
た
が
、
正
背
面
上
部
付
近
に
杉
の
の
ね
板
が
残
り
、
当
初

こ
の
堂
も
割
板
野
地
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
水
繰
の
あ
る
押
縁
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

建
立
時
割
板
野
地
を
仮
屋
根
の
状
況
に
し
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て

(
25
)

い
る
。

岡
山
県
牛
窓
町
の
本
蓮
寺
本
堂
は
明
応
元
～
七
年

(
一
四
九
二
～
九
八
)
に
建

立
さ
れ
た
方
五
問
、
寄
棟
造
、
本
瓦
葺
の
仏
堂
で
、
建
立
以
来

一
度
も
解
体
さ
れ

た
形
跡
を
認
め
ず
、
保
存
が
極
め
て
良
く
、
当
時
の
屋
根
葺
手
法
ま
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
野
地
板
は
幅
二
寸
六
分
乃
至
二
寸
九
分
、
厚
さ

一
分
五
厘
の
杉
板
目
割

一10一



板
を
二
枚
重
ね
と
し
て
横
張
り
と
し
て
い
た
。
板
長
さ
の
継
手
に
押
縁
を
打
ち
、

そ
の
他
は

一
・
八
尺
乃
至
二
尺
ご
と
に
押
縁
止
め
と
し
て
い
た
。
妻
棟
際
の
勾
配

急
な
と
こ
ろ
は
野
地
板
を
逆
羽
重
ね
張
り
と
し
て
い
た
。
平

・
妻
と
も
棟
か
ら
約

二
〇
尺
の
間
は
登
り
二

・
五
尺
間
に
丈

一
寸
、
幅
八
分
五
厘
の
ち
ょ
う
な
加
工
の

(26
)

松
土
留
木
を
打
ち
、
野
地
板

の
止
め
と
葺
土
の
、に
り
止
め
と
し
て
い
た
。

割
板
の
用
法
の

一
つ
に
網
代
が
あ
る
。
承
元
四
年

(
一
二

一
〇
)
建
立
の
奈
良

興
福
寺
北
円
堂
で
は
垂
木
上
を
網
代
組
と

し
て
垂
木
間
を
白
漆
喰
塗
と
し
て
い

る
。
地
垂
木
上
は
幅
三

・
五
乃
至
五

・
五

㎝
、
飛
櫓
垂
木
上
は
三

・
四
乃
至
三

・

五

㎝
、
檜
杉
の
板
目
割
、
二
枚
ご
と
に
上
下
を
通
し
て
編
み
、
上
に
押
え
板
、
板

目
割
、
幅

一
二
乃
至

一
六

㎝
、
厚
さ
二

㎜
、
長
さ
約
三

m
、
継
手
は
重
ね
継
と
し
、

地
垂
木
上
は
径
八

㎜
の
細
縄
で
編
み
、
飛
槍
で
は
羽
重
ね
に
し
た
だ
け
で
、
押
え

板
の
上
か
ら
地
垂
木
と

一
の
飛
権
で
は
三
支
ご
と
、
二
の
飛
槍
で
は
二
支
ご
と
に

　　
　

杉
割
材
、
幅
四

・
五

㎝
、
長
さ

一
・
五
乃
至
二

m
を
釘
打
ち
で
押
え
て
い
る
。

奈
良
県
喜
光
寺
本
堂
に
も

一
部
網
代
組

下
地
が
残
り
、
解
体
修
理
の
際
に
身

(
28
)

舎

・
裳
階
と
も
化
粧
裏
板
胡
粉
塗
を
網
代

組
漆
喰
塗
に
復
原
し
て
い
る
。

こ
の

(
29
)

よ
う
な
手
法
は
新
薬
師
寺
本
堂
半
解
体
修

理
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

本
堂
の

中
世
大
修
理
の
際
に
垂
木
上
を
網
代
組
下
地
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
同
寺
南
門
も
化
粧
垂
木
上
を
網
代
下
地
と
し
て
い
た
。
古
代
末
か
ら
中
世
に

か
け
て
か
な
り
用
い
ら
れ
た
手
法
で
あ
ろ
う
。

七
、
結

語

藤
原
豊
成
殿

・
法
備
国
師
の
三
丈
殿
で
推
定
さ
れ
、
平
城
京
東
堀
河
で
発
見
さ

れ
た
桁
材
か
ら
裏
付
け
ら
れ
た
合
掌
構
造
は
い
ず
れ
も
板
葺
と
推
定
さ
れ
、
こ
の

板
も
豊
成
殿

二
二
丈
殿
で
は
長
尺
板
の
恐
ら
く
割
板
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
合
掌
構
造
は
疎
垂
木
小
舞
裏
に
引
継
が
れ
、
小
屋
組
内
部
の
内
屋
根

の
屋
根
板
に
は
薄

い
割
板
が
用
い
ら
れ
た
。
と
く
に
桁
で
は
上
端
前
角
に
畦
を
残

し
て
斜
め
の
欠
込
み
を
作
り
、
垂
木
に
溝
を
彫

っ
て
こ
れ
に
引
掛
け
て
止
め
、
棟

木
で
は
側
面
に
垂
木
の
上
方
を
大
入
れ
柄
差
し
と
し
、
下
方
は
胴
付
と
し
て
棟
木

を
支
え
る
手
法
が
、
構
造
簡
素
な
建
物
や
棟
門
に
用
い
ら
れ
た
。
も

っ
と
も
古
代

末
乃
至
中
世
初
頭
に
は
梁
上
に
合
掌
か
束
、
あ
る
い
は
墓
股
の
脚
を
踏
張

っ
て
棟

木
を
受
け
、
中
間
の
垂
木
は
補
助
的
な
働
き
と
な

っ
た
。
棟
門
で
も
両
妻
で
は
親

柱
天
に
挟
ま
れ
た
板
募
股
で
棟
木
を
受
け
、
中
間
は
垂
木
で
棟
木
を
支
承
し
た
。

一
般
に
は
垂
木
は
棟
木
上
端
に
打
た
れ
、
逆
に
棟
木
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
構
造
で
は
垂
木
で
棟
木
を
下
端
ま
た
は
側
面
か
ら
支
え

る
役
割
り
を
も
は
た
し
て
い
る
。

屋
根
板
に
は
比
較
的
薄
く
長
い
板
が
用

い
ら
れ
た
が
、
薄

い
割
板
で
曲
物
や
網

代
を
作
る
手
法
は
古
墳
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
絵
巻
物
に
見
え
る
古

代
末
乃
至
鎌
倉
初
期
の
民
家
の
屋
根
板
も
割
板
が
多
く
用
い
ら
れ
、
屋
根
の
流
れ

を
二
段
葺
程
度
、
流
れ
の
長
い
時
は
中
間
で
や

・
勾
配
を
か
え
て
葺
き
、
上
か
ら
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押
え
を
の
せ
て
い
る
。
寺
院
建
築
の
門
な
ど
も
板
葺
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

当
時
、
こ
れ
が
寺
院
の
付
属
的
建
物
や
民
家
に
用

い
ら
れ
た

一
般
的
手
法
で
あ

っ

た
ろ
う
。

疎
垂
木
は
そ
の
後
も
広
く
行
わ
れ
、
屋
根
は
板
葺
か
檜
皮
葺

・
こ
け
ら
葺
と
し
、

本
瓦
葺
と
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
疎
垂
木
は
曲豆
成
殿
な
ど
の
合
掌
構
造

に
源
流
が
あ
り
、
茅
葺
の
ほ
か
は
割
板
葺
が
民
家
特
に
町
屋
等
の

一
般
的
手
法
で

あ

っ
た
。
柱
心
の
み
に
合
掌
を
入
れ
る
手
法
か
ら
、
柱
間
を
い
く
つ
か
に
割

っ
て

疎
垂
木
と
な
っ
て
も
、
桁
に
引
掛
け
を
作

っ
た
り
、
垂
木
先
端
で
棟
木
を
側
面
か

下
端
か
ら
支
え
、
棟
荷
重
の
若
干
を
負
担
し
よ
う
と
し
た
。
特
に
棟
門
に
お
い
て

こ
の
手
法
が
広
く
用

い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

垂
木

の
割
付
け
に
は
繁
垂
木

・
疎
垂
木

の
ほ
か
、
繁
垂
木
六
本
の
中
間
二
本
を

抜

い
て
吹
寄
垂
木
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
垂
木
を
減
じ
て
、
山
口
県
洞
春

寺
観
音
堂

の
身
舎
の
よ
う
な
大
疎
垂
木
、
同
観
音
堂
裳
階
、
岐
阜
県
永
保
寺
観
音

堂

の
身
舎

・
裳
階
、
法
隆
寺
福
園
院
本
堂
、
十
輪
院
本
堂
裳
階
、
同
寺
表
門
の
よ

う
に
垂
木
を
用
い
な

い
板
軒
の
も
の
も
あ

る
。

野
地
は
横
板
張
り
と
す
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
薄
割
板
と
す
る

も

の
の
ほ
か
、
割
木
舞

・
割
竹
を
編
付
け
た
も
の
、
弘
安
六
年

(
一
二
八
三
)
の

霊
山
寺
本
堂
、
当
麻
寺
曼
茶
羅
堂
の
康
永

四
年

(
=
二
四
五
)
修
理
時
、
応
永
二

二
年

(
一
四

一
五
)
の
興
福
寺
東
金
堂
の
よ
う
な
縦
板
段
葺

(流
し
板
葺
)
と
す

る
も

の
が
あ
る
。
文
明

一
二
年

(
一
四
八

〇
)
頃
か
ら
天
文

一
六
年

(
一
五
四
七
)

頃
ま
で
の
長
期
を
要
し
て
完
成
し
た
和
歌
山
県
根
来
寺
多
宝
塔
で
は
、
下
層
は
杉

赤
身
柾
目
板
、
長
さ
二

・
三
尺
、
幅
三
寸
五
分
、
厚
さ
三
分
の
板
を

一
寸
三
分
ず

つ
後
退
さ
せ
て
三
枚
重
ね
と
し
た
も

の
を
、
葺
足
を
は
じ
め
五
寸
、
次
か
ら

一
・

四
尺
に
竹
釘
止
め
と
し
、
押
縁
に
は
水
抜
き
の
穴
を
あ
け
、
瓦
が
葺
か
れ
る
ま
で

直
接
雨
を
受
け
て
い
た
。
上
層
で
は
小
舞
上
に
長
さ
七

・
二
尺
、
幅

一
尺
内
外
、

厚
さ
八

・
九
分
の
檜
板
を
九
寸
足
に
二
枚
重
ね
と
し
て
六
～
七
尺
足
に
葺
き
、
上

(
30
)

板
の
傍
に
目
板
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
、

多
様
な
野
地
の
手
法
が
あ
る
が
、
木
瓦
葺

を
ふ
く
め
て
今
回
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
板
軒

・
木
瓦
葺
に
つ
い
て
は
別
稿

に
述
べ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

本
稿
で
は
疎
垂
木
の
源
流
を
奈
良
時
代
の
板
屋
と
推
定
し
、
そ
の
屋
根
に
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
割
板
が
、
古
代
末
以
降
も
建
物
の
内
屋
根
や
野
地
に
、
あ

る
い
は
網
代
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

併
せ
て
、
石
上
神
宮
摂
社
出
雲
健
雄
神
社
拝
殿
で
は
、
虹
梁
上
を
合
掌
と
せ
ず

に
、
脚
の
開
い
た
募
股
を
使
用
す
る
が
、
中
備
え
の
墓
股
の
意
匠
に
な
ら

っ
た
も

の
で
、
化
粧
墓
股

(本
募
股
)
の
発
生
は
、
間
斗
束
か
ら
頭
貫
に
荷
重
が
か

・
っ

て
中
垂
み
と
な
ら
な
い
よ
う
両
脚
を
開
く
墓
股
が
考
え
出
さ
れ
、
平
安
時
代
後
期

以
来
、
中
備
え
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
る
私
見
を
も
述
べ
た
。

↓ 注

 

(
2

)

岡
田
英
男

「古
代
建
築
の
上
部
構
造
」
『文
化
財
学
報
』
第

=

集

奈
良
大

学
文
学
部
文
化
財
学
科

平
成
五
年

福
山
敏
男

「奈
良
時
代
に
お
け
る
石
山
寺
の
造
営
」
『宝
雲
』
第
五

・
七

・
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十

・
十
二
冊
昭
和
八
～
一
〇
年
、
『日
本
建
築
史
の
研
究
』
桑
名
文
星
堂

昭
和

一
八
年

綜
芸
社

昭
和
五
五
年

関
野

克

「在
信
楽
藤
原
豊
成
板
殿
考
」
『宝
雲
』
第
二
十
冊

昭
和

一
二
年

『国
宝
東
大
寺
法
華
堂
修
理
工
事
報
告
書
』
奈
良
県
教
育
委
員
会

昭
和
四
七

年『国
宝
石
山
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

滋
賀
県
教
育
委
員
会

昭
和
三
六

年『国
宝
中
尊
寺
金
色
堂
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』
国
宝
中
尊
寺
金
色
堂
保
存
修

理
委
員
会

昭
和
四

二
年

田
中

稔

「唐
招
提
寺
所
蔵

コ

字
結
縁
法
華
経
」

・
「伝
法
潅
頂
作
法
」
に

つ
い
て
」
『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』

1
9
6
3

鈴
木
嘉
吉

「弥
勒
堂
」
『大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻

室
生
寺

岩
波
書
店

昭
和
五

一
年

岡
田
英
男

「室
生
寺
弥
勒
堂
」
『室
生
寺
籾
塔
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版

昭
和
五

一
年

『重
要
文
化
財
室
生
寺
弥
勒
堂
修
理
工
事
報
告
書
』
奈
良
県
教
育
委
員
会

昭
和
五
九
年

『国
宝
当
麻
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

奈
良
県
教
育
委
員
会

昭
和
三
五
年

『重
要
文
化
財
大
神
神
社
摂
社
大
直
祢
子
神
社
本
殿
修
理
工
事
報
告
書
』

奈

良
県
教
育
委
員
会

平
成
元
年

『国
宝
大
報
恩
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都
府
教
育
庁

昭
和
二
九
年

(
11
)

17 16 15 14 13 12

関
口
欣
也

「長
弓
寺
本
堂
」
『日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成
』
七

仏
堂

W

中
央
公
論
美
術
出
版

昭
和
五
〇
年

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課
今
西
良
男
氏
の
示
教
に
よ
る
と
、

長
弓
寺
本
堂
は
妻
飾
を
除
き
、
小
屋
組
は
す
べ
て
新
材
に
取
替
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
奈
良
県
霊
山
寺
本
堂
は
弘
安
六
年

(
一
二
八
三
)
の
建
立
の
純
和
風
に
近

い
建
築
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
小
屋
組
内
に
水
平
の
内
天
井
が
張
ら
れ
て
い

る
。

ま
た
、
唐
招
提
寺
金
堂
で
は
内
陣
天
井
上
に
内
屋
根
が
あ
る
が
、
後
補
と
考
え

ら
れ
、
中
世
乃
至
近
世
の
修
理
の
際
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『重
要
文
化
財
円
光
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

滋
賀
県
教
育
委
員
会

昭
和

三
四
年

『重
要
文
化
財
大
国
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』
重
要
文
化
財
大
国
寺
本
堂
保

存
修
理
委
員
会

昭
和
四

一
年

谷

重
雄

「上
賀
茂
神
社
嘉
元
造
替
の
本
殿
」
『建
築
史
』

第
二
巻
第
四
号

昭
和

一
五
年

『国
宝
法
隆
寺
聖
霊
院
修
理
工
事
報
告
』
法
隆
寺
国
宝
保
存
工
事
報
告
書

第

十
二
冊

法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会

昭
和
三
〇
年

岡
田
英
男

「
石
上
神
宮
摂
社
出
雲
健
雄
神
社
拝
殿
」
『調
査
研
究
報
告
書

内

山
永
久
寺
置
文

研
究
篇
』
東
京
国
立
博
物
舘

平
成
六
年

『重
要
文
化
財
般
若
寺
経
蔵
修
理
工
事
報
告
書
』

奈
良
県
教
育
委
員
会

昭

和
四
八
年
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1918
)

 

(
20
)

(
21
)

(
22

)

(
23
)

(
24
)

(
25
)

(
26
)

(
27
)

　

2928

注
八
に
同
じ
。

『重
要
文
化
財
東
福
寺
六
波
羅
門
並
び
に
東
司
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都
府

教
育
庁

昭
和
五
三
年

『重
要
文
化
財
教
王
護
国
寺
潅
頂
院
井
北
門
東
門
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都

府
教
育
庁

昭
和
三
四
年

『重
要
文
化
財
添
御
県
坐
神
社
本
殿
修
理
工
事
報
告
書
』

奈
良
県
教
育
委
員

会

昭
和
四

一
年

『重
要
文
化
財
浄
土
寺
阿
弥
陀
堂

・
露
滴
庵
及
び
中
門
修
理
工
事
報
告
書
』

重
要
文
化
財
浄
土
寺
阿
弥
陀
堂

・
露
滴
庵
修
理
委
員
会

昭
和
四
五
年

『国
宝
並
び
に
重
要
文
化
財
浄
土
寺
本
堂

・
多
宝
塔

・
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』

国
宝
浄
土
寺
修
理
委
員
会

昭
和
四
八
年

『重
要
文
化
財
西
郷
寺
本
堂
お
よ
び
山
門
修
理
工
事
報
告
書
』

重
要
文
化
財

西
郷
寺
本
堂
お
よ
び
山
門
修
理
委
員
会

昭
和
四
〇
年

『重
要
文
化
財
西
国
寺
金
堂

・
三
重
塔
修
理
工
事
報
告
書
』

重
要
文
化
財
西

国
寺
金
堂

・
三
重
塔
修
理
委
員
会

昭
和
四
二
年

『重
要
文
化
財
本
蓮
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

重
要
文
化
財
本
蓮
寺
修
理

委
員
会

昭
和
三
一二
年

『重
要
文
化
財
興
福
寺
大
湯
屋

・
国
宝
北
円
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

奈
良
県

教
育
委
員
会

昭
和
四
〇
年

『喜
光
寺
本
堂
修
理

一
件
』

奈
良
県
立
奈
良
図
書
舘
蔵

奈
良
県
教
育
委
員
会
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
の
示
教
に
よ
る
。

(
30
)

『国
宝
大
伝
法
院
多
宝
塔
修
理
工
事
報
告
書
』

員
部
出
張
所

昭
和

一
五
年

国
宝
大
伝
法
院
多
宝
塔
修
理
委

補

記
中
世

の
内

屋
根

工
法

の

一
例
と
し

て
、
法
隆
寺
山
内

の
宝
珠
院
本

堂
が
あ
る
。
永
正
九

年

(
一
五

一
二
)
政
南
院
持

仏
堂
と

し
て
建
て
ら
れ
、
文
化

=
二
年

(
一
八

一
六
)

に
移

策
さ
れ
た
。

昭
和
四
五

～
四
六
年
度

の
解

体
修

理

の
際
、
旧
棟
木

が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の

棟

木
は

両
端

を
束

で
支
え

る

の
み

で
、
中
間
は
棟
木

側
面

に
垂
木

柄

穴
が
七

ヵ
所
あ
り
、

側
柱
通
り

の
母
屋
か
ら

こ
こ
に
垂
木
を
架

け
、
棟
木
側
面
を
支
え

て
内
屋
根
を
構
成

し
て

い
た
も

の
と
想

定
さ
れ

て
復

原
さ
れ
た

。
棟
木
上
に
は
さ
ら

に
束
を

立

て
て
野
棟
木
を
通

し
野
垂
木
を

入
れ

て
い
る
。
室
町
時
代

に
も
内
屋
根

の
工
法

が
用

い
ら
れ
た

こ
と
を
示
す

珍
し

い
実
例
と
云
え

よ
う
。
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